
 4年間、この盛岡YMCA を支えてきてくれ

たボランティアリーダーの送別会での1枚。 

後輩のおいなりリーダー(左)とモスラリー

ダー(右)に挟まれ、満面の笑みを浮かべる王

子リーダー(中央)は福島での就職が決まって

います。最後まで楽しい時間を過ごしまし

た。               家村 

 

★4月6日(土)～7日(日) 

サッカー栃木遠征  

（於：栃木県) 

★4月19日(金) 

盛岡YMCA常議員会・ 

        理事会 

(於：アイーナ 

   ミーティングルーム) 

 

★4月28日(日)  

4月アドベンチャー 

  ｢春を探しに行こう！」 

 (於：小鹿公園) 

４月の予定 

 

2月24日（日）に、本町センターにて2月サンデースクール「世界に1つだ

け！きらきら★万華鏡作り」を行いました。今回は、なんと！本格的な万華鏡

制作キットを使って、オリジナルの万華鏡を手作りしちゃいました♪ ハード

ルリーダーが、丁寧にやって見せてくれた作り方をお手本にしながら、子ども

達とリーダー達でわいわい楽しみつつ制作を進めました。ひとりじゃ上手く作

れない難しいところも、リーダーに手伝って貰えば大丈夫!!三枚の鏡を三角に

組み合わせて万華鏡の筒の中にはめ込み、そのまま周りをのぞいてみると、み

んなの顔がたくさん映り込んで見えました。ただそれだけでも、発見すると面

白くて、何度も何度も覗き込んで周りを見て遊んだり、たくさんのビーズの中

から悩みながら選んだものを筒の中に入れて、試しに回して見て、何度も調整

してみたりと、子どもたちは時にわくわく、時に真剣な表情をしながら作って

いきます。完成に近づいてくると、お互いに作りかけの万華鏡を交換して見

合って、色んな感想が飛び交いました。筒の外側を素敵にデコレーションし

て、ようやく完成すると、改めて交換しあって見ました。同じ材料があって

も、ひとりひとりの手にかかると、こんなに違うものができるのだなーとびっ

くりするほど色とりどりの万華鏡

が出来上がりました。今回の万華

鏡づくりは本格的なキットを使用

しましたが、実は家にあるものだ

けで十分手作りすることが可能で

す。ぜひ家族で作ってみてくださ

い。参加してくださった皆さん、

ありがとうござました!! 

 
盛岡大学文学部社会文化学科4年 

高橋みどり（ダダリーダー）                       

２月サンデースクール   

万華鏡を作ろう！ 

～表紙の写真より～ 
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 3月16日（土）、3月サンデースクール「火も包丁も使わない料

理」が行われました。子どもの参加が14人、リーダーの参加が7名

と大人数でのサンデースクールとなりました。今回作ったのは

カップケーキとクレープ！カップケーキは、生地を紙コップに入

れて、チョコレートなどのトッピングをします。レンジでチンす

るとみるみるうちに膨らんできます！みんな、膨らんでいくカッ

プケーキに夢中でレンジから目が離せない様子でした。クレープ

は、ホットプレートで生地を薄く伸ばして皮を作ります。トッピ

ングには、イチゴやみかん、パイン、桃、生クリームなどがあ

り、ついつまみ食いをしたくなる子（リーダーも!?）もいました！

いただきますをしたら、それぞれクレープのトッピングをしてい

きます。生クリーム×イチゴと、王道のトッピングをする子もい

れば、全種類をトッピングする食いしん坊もあらわれました！サ

ンデースクールに初参加の子どもたちが多かったのですが、おい

しい、楽しい3時間となりました。 

文責：盛岡大学栄養科学部２年  

     澤口 栞（おたまリーダー）                       

３月サンデースクール   

火も包丁も使わない料理！ 

 盛岡YMCAは今年創立30周年を迎えます。今年10月26日に

記念式典を開催致します。併せて、30周年を記念して「盛岡

YMCA30周年の歩み｣(仮称)の本を出版します。現在、30周年

記念事業に向けて賛成会員を募集しております。 
 

 ・一般賛助会員  一口 5.000円 

            一口につき記念史１冊贈呈 

 ・学生賛助会員  一口 2.000円 

            一口につき記念史１冊贈呈 
 

※郵便振替をご利用ください 

  口座番号  02290-9-54655 

       加入者名  盛岡YMCA 

 

※通信欄に「30周年」と明記ください。 

 住所、氏名をご記入ください。 

盛岡YMCAは今年30周年を迎えます 
～盛岡YMCA30周年記念行事賛助会員募集～ 

MORIOKA 

YMCA NEWS 

盛岡ＹＭＣＡの使命 

 

私たち、盛岡ＹＭＣＡは、イエス・キリストによって示

された生き方に学びつつ、豊かな自然と歴史的伝統に満

ちた岩手の地で、こども、家族、地域とともに公正で平

和な世界の実現を目指します。 

1. こどもたちの個性を大切にし、それぞれの夢や希     

００望、生きる力を育みます。 

2. 家族の絆といのちの大切さを深め合います。 

3. 共に生きるために、異なった文化、多様な価値観と     

００出会う場を提供します。 

 

東北を中心とした沿岸地域に、未曾有の大津波が襲来した２０

１１年３月１１日。早いものであの日から２年が経ちましたが、

ボランティアセンターが立ち上がってからの１年目と、昨年４月

から私が駐在してから迎えた２年目では、時間の流れが変わって

きているような気がします。ワークと呼ばれる重作業を中心に、

復旧を目指してきた１年はあっという間に過ぎました。日を追う

ごとに町の様子も変わっていきました。しかし、ワークが終息し

て、ふれあい交流プログラムや心のケアプログラムが中心となっ

てからの１年は、時間がゆっくり流れるようになり、短期間では

あまり変化が見られなくなりました。 

仮設住宅の集会場などでは明るく振る舞っているようでも、家

の中では未だに悲しみに暮れる毎日を過ごす人もいます。昼間の

明るい時は良くても、夜ひとりで暗くして寝ようとすると、震災

の日の状況が目に浮かんで、怖くて眠れないという人もいます。

見た目は元に戻ったようでも、心の傷は未だに癒えていないのだ

と、改めて実感させられます。これからは復興するまでには、ま

だまだ気の遠くなるような時間が必要です。 

私も時々盛岡に用事で出かける事があるのですが、同じ県内で

も沿岸の被災地との温度差を感じることがあります。震災の事を

風化させないように、寄り添い続け、復興のための支援を継続し

ていく重要性をこれからも訴え続けたいと思います。 

被災地の様子は実際に来てみないとわかりません。まだ訪れた

ことがないという方がいらっしゃいましたら、ぜひ一度訪れて、

その様子を直接肌で感じとっていただきたいと思います。また、

一度や二度ではなく、何度も足を運んでいただきたいと思いま

す。 

まずは身近にいらっしゃる岩手県民の皆さんが盛り立てていく

こと、被災地のことを忘れないことが重要です。これからも復興

支援が継続されていくことを願っています。 

最後になりますが、私、大谷は一年間の勤務を終え、３月末で

横浜ＹＭＣＡに帰任ということになりました。在任中はたくさん

の方々にお世話になりました。これからは一人のボランティアと

して、復興の様子を見守り続けたいと思います。 

一年間本当にありがとうございました。 

2013年４月号 4年間ありがとう。新たな道へ旅立つ卒業生 

「１年間の宮古での活動を振り返って」    

宮古ボランティアセンター センター長 大谷 昭雄    

発行人：濱塚有史 編集人：家村知佳 発行所：特定非営利活動法人 盛岡ＹＭＣＡ 岩手県盛岡市本町通3-1-1 

 ＴＥＬ 019（623）1575 e-mail: morioka@ymcajapan.org  URL: http://www.ymcajapan.org/morioka/ 
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 ↑      
ワイズメンズの方、スタッフな

ど、いろいろな人からの贈る言

葉に別れを実感しました。 

感謝の気持ちを込めて 

←  
卒業生4号：

高橋慶多こと

博士リーダー

(右) 

４年間水曜水

泳を支え続け

てくれまし

た。 

 

 3月。ポカポカと暖かいが日差しが降りそそぎ、少しずつ春を感じ

るようになる時期です。春の訪れを感じるのはとても気持ちが良く、

なんだか心まで温かくなりますが、少し寂しさを感じるのも3月で

す。盛岡YMCAでもそれぞれの大学を無事卒業し、新たな道を歩み始

めるボランティリーダーが5名います。大学生活と両立し、4年間盛岡

YMCAを支え続けてくれたリーダー達。キャンプ、アドベンチャー、

サンデースクール、水泳、サッカーなどなど、どの活動においても

リーダー達の存在は偉大なものでした。そんなリーダー達との別れは

とても複雑なものです。｢これからもずっと一緒に活動をしていきた

い｣という思いもありつつ、それぞれが抱く夢を掴み、新たな場所で

もたくさんの人の力になってほしいという思いもあります。4年間、

YMCAで頑張り続けてくれた皆なら可能だと信じています！ 

 3月10日は別れを惜しみながら、後輩リーダーやワイズメンズの

方々、そしてYMCAスタッフで卒業生を送り出しました。後輩リー

ダーからは感謝の気持ちを込めた記念アルバムと色紙が贈られ、ワイ

ズメンズの方からは賞状が贈られました。また、卒業生からも後輩

リーダーとスタッフに色紙を用意してくれていました。 

 社会に出たならば必ず壁にぶつかることはあります。そんなとき、

盛岡YMCAの仲間ならば、親身になって話を聞いてくれるでしょう。

卒業しても盛岡YMCAはここにあります。みんなの居場所でいられる

ように。みんなのことを応援しています！ 
 

☆卒業生紹介☆ 

1号：盛岡大学文学部社会文化学科 高橋みどり（ダダリーダー） 

2号：岩手県立大学看護学科 小野華奈（いもこリーダー） 

3号：盛岡大学児童教育学科 齋藤將樹（王子リーダー） 

4号：岩手県立大学総合政策学科 高橋慶多（博士リーダー） 

5号：岩手県立大学総合政策学科 菅野駿弥（しゃもじリーダー）  

家村 

← 
卒業生1号：高橋みどりことダダ

リーダー(中央) 

リーダーの中心的存在だったダダ

リーダー。全ての活動において大

活躍！困った時はダダ！というほ

ど信頼のおけるリーダーでした。 

←       
後輩リーダー達が工夫を凝ら

し、寝る間も惜しんで作成した

力作のアルバムを見ていもこ

リーダーも感動です！ 

←  

卒業生3号：齋藤將樹こと王子

リーダー(左) 

キャンプやアドベンチャーで活

躍！ぽっこりお腹がチャームポイ

ントのリーダー。 

送
別
会
の
最
後
に
み
ん
な
で 

記
念
撮
影
。 

 

↓ 
 
 

←  
みんなほろ酔いで楽しい

時間を過ごしました。 

→ 
卒業生2号：小野華奈こといもこ

リーダー(中央)  

キャンプ、アドベンチャー、サン

デースクールなどで活躍！天然

キャラで場を和ませてくれます。 

↑ 卒業生5号：菅野駿弥ことしゃ

もじリーダー(左) 

博士リーダー同様、４年間水曜水泳

を支え続けてくれました。 →       
後輩リーダーからの色紙も卒

業生１人１人に合わせて丹精

込めて作りました。 

←    
卒業生から後輩リーダーへ色

紙を贈られました。 

→   
卒業生からの贈り物に感動の

涙！？    

↑      
美女(？)に挟まれ、やや困

惑気味の王子リーダー。 

盛岡ＹＭＣＡ宮古ボランティアセンター ３月報告書 
3月に入ると宮古では暖かい日が増え、最高気温が10度を超える日が増えてきました。また、冬から春にかけては例年と比べても降雪が少なく、

今月はまだ雪かきの作業がありません。全国的にも桜の開花宣言も早まっています。三陸沿岸地域では4月に入っても降雪があるため、まだまだ油

断は出来ませんが、冬の入りが早かった分、春の訪れがいつもより早い感じがします。 

さて、決して忘れる事のないあの日が近づいてきました。東日本大震災から２年が経過しました。YMCAは、東日本大震災慰霊祭に関連するいく

つかの行事に協力させていただきました。3月8日に宮古市立赤前小学校のふれあい広場で行われた赤前地区の東日本大震災慰霊祭終了後に、地域の

方とお餅つき会と炊き出しを行いました。11日(月)の午後に、宮古市主催による合同慰霊祭が宮古市民総合体育館で予定されていたために、赤前地

区では小学校の協力を得て、平日の8日(金)の実施となったそうです。 

YMCAでは昨年と同様に、今年も地域の方に元気を出していただこうと、赤前小学校の先生方と赤前仮設住宅の自治会にお願いをして、炊き出し

を行わせていただきました。また、継続的な支援先である日の出町仮設住宅では、様々な事情で11日(月)の合同慰霊祭に参加されない方、できない

方がいらっしゃったために、YMCAで何かお手伝いできる事はないかと自治会に相談をしたところ、「皆さんでおしゃべりする会をしましょう。」

ということで、その日の午後にお茶の会を開きました。 

開催については、「確かに2年前の出来事は忘れる事は出来ませんが、前を向いて進むことが大切ですから。」と副会長さんよりご快諾をいただ

きました。ただし、参加については無理のない範囲でということで地域に参加を呼びかけました。当日は、午後2時46分に宮古市防災行政無線によ

る放送に合わせて、参加者全員で黙祷の時間を持ちました。お茶の会では歌やお話を楽しみ、希望を持って歩んでいくことを誓い合いました。 

YMCAは、これからも皆さんに寄り添いながら一緒に歩んでまいります。新年度からはスタッフ体制が変わりますが、盛岡ＹＭＣＡ宮古ボラン

ティアセンターの活動はこれからも継続されていきます。 

今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。 

 宮古ボランティアセンター長 大谷 
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↑ 二中仮設住宅のお茶会。 

  皆さん歌が大好きです。 

 昨年に引き続き、第2回目となった「盛岡YMCAふれあい交流事業 東日本大震災復興支援

フットサル大会｣は3月23日、盛岡市の県営体育館で開かれ、沿岸

部と盛岡地域の小学生がフットサルを通して交流を図りました。 

 沿岸部からはFC宮古フェニックス、花輪、FC釜石、大船渡・ 

三陸FCが、盛岡地区からは月が丘、仙北、アントス、上田、松 

園、YMCAが参加しました。試合となると急に真剣な面持ちに 

なる子どもたち。必死にボールを追い、全力のプレーを見せて 

くれました。 

 また、本大会では様々なチームとの交流のきっかけにと人型 

のカードに似顔絵やメッセージを書き、岩手県を描いた用紙に手

をつなぎ合わせた状態で貼りあわせていくという合同製作を行い

ました。カードには盛岡地域の子どもたちが復興を応援するもの

や、沿岸部の子どもたちから支援に対する感謝の気持ちを述べた

ものなど思いがこもったカードがたくさん描かれていました。 

 将来、今の子どもたちが大人になったときにこのメッセージの

ようにたくさんの人たちと手を取り合って、この岩手を支えて

いってほしいと願います。 

                           家村 

 宮古での活動実績 
 (１月末日のべ人数) 

 

☆受益者数   

   ５３，６７８人 

☆ボランティア数  

   １７，０７４人 
↑ 全校生徒による合唱です。 

第2回 盛岡YMCA ふれあい交流事業  

東日本大震災復興支援 フットサル大会 

↑ お餅を待つ行列です。 

← 個性豊かなカードたち。 

 世界にたった1つのカードです。 
 

 

集合写真。これからの岩手を支えて

いってくれる子どもたちです。↓ 


